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A：参加者情報 

プロジェクト代表事業者 ※1 

事業者名（フリガ

ナ） 

檜垣産業株式会社（ヒガキサンギョウカブシキガイシャ） 

住所 愛媛県今治市小浦町1丁目 4番 52号 

代表者氏名 代表取締役社長 檜垣 巧 担当者氏名 豊留 勝 

担当者所属 経理部経理課 担当者役職  

担当者E-mail 
toyodome.masaru@higaki.imazo.com 

toyodome.m-fujikawa@bloom.ocn.ne.jp 

担当者電話番

号 

0898-41-9903 

プロジェクトでの

役割 

森林所有者、プロジェクト責任者 

プロジェクト事業者 ※2 

事業者名（フリガ

ナ） 

藤川山林株式会社鹿児島事業所 

（フジカワサンリンカブシキガイシャカゴシマジギョウショ） 

住所 鹿児島県薩摩川内市東郷町藤川2696 

代表者氏名 取締役所長 津田 盛吉 担当者氏名 笹野 和志 

担当者所属 山林事業部 担当者役職 主任 

担当者E-mail 
sasano.k-fujikawa@bloom.ocn.ne.jp 担当者電話番

号 

0996-42-1690 

プロジェクトでの

役割 

森林管理 

プロジェクト参加者 ※3,4 

事業者名（フリガ

ナ） 

 

住所  

代表者氏名  担当者氏名  

担当者所属  担当者役職  

担当者E-mail 
 担当者電話番

号 

 

プロジェクトでの

役割 

 

オフセット・クレジット（J-VER）取得予定者 ※5 

事業者名（フリガ

ナ） 

檜垣産業株式会社（ヒガキサンギョウカブシキガイシャ） 
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オフセット・クレジット

（ J-VER ）口座番号 

※6 

未開設 

ダブルカウントの防止の措置※7 

ダブルカウントの

防止措置を講ず

る事業者等 

【ダブルカウント防止措置を講ずる事業者名】 

 

事業者名：   檜垣産業株式会社                                 
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ダブルカウントの

防止措置内容 

以下、該当する場合は、□に を入れ、必要に応じて詳細を記入してください。 

（オフセット・クレジット（J-VER）制度実施規則 1.4「クレジットの二重使用」参照） 

 

【①類似制度に基づく二重認証に関するダブルカウントの防止措置】 

□ 類似制度へ申請しておらず、当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量について

は、オフセット・クレジット(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する温

室効果ガス削減・吸収という環境に関わる付加価値（以下、「環境価値」という。）の認証を

取得しません。 

 

□ 以下の類似制度（電力における RPS 法を含む）に申請しています 

 

類似制度名：                              

 

□ 当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量については、オフセット・クレジッ

ト(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する環境価値の認証を

取得しておらず、今後も取得しません。 

 

□ 当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量については、オフセット・クレジッ

ト(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する環境価値の認証を

取得しているため、その分を控除いたします。 

 

□ 当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量については、オフセット・クレジッ

ト(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する環境価値の認証を

取得していますが、以下の理由によりダブルカウントが生じていないことを証明しま

す。 

 

 

理由：                                                     

 

【②第三者に環境価値を移転する際のダブルカウントの防止措置】 

□ 当該プロジェクトにより生み出されたエネルギー等（電気、バイオガス等）を第三者に売却

する際に、その売却先に対して、環境に関わる付加価値はクレジット化されており、当該エ

ネルギー等の価値には付随していないこと、及び、当該エネルギー等の価値の帰属先と、

環境に関わる付加価値の帰属先が異なることを明示する「説明文書」を作成して、売却先

に示します。 

 

□ 森林管理プロジェクトの場合、当該プロジェクトの対象となった森林を第三者に譲渡する際

に、その譲渡先に対して、環境価値はクレジット化されており、当該森林には付随していない

こと、及び、当該森林の所有権の帰属先と、環境価値の帰属先が異なることを明示する説明

文書を作成して譲渡先に示します。あわせて、当該森林の譲渡の際には、オフセット・クレジッ

ト（J-VER）制度利用約款森林管理プロジェクト特約の内容にも十分に留意します。 

 

※第三者が、当該プロジェクトから生じる環境に関わる付加価値がオフセットクレジット（J-VER）

として使用されていることを知らずに、当該付加価値を二重に主張することを防ぐ必要があるた

め、妥当性確認時において、これらの防止措置が講じられる体制にあること（上記の「説明文

書」の作成等）を確認する必要がある。 
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【③自主的な報告・公表を実施する際のダブルカウントの防止措置】 

□ 以下の自主的な報告・公表媒体において、当該プロジェクトの内容、当該クレジットの発行量

及び当該クレジット発行量のうち当事業者が無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡し

ていないもの）を明記します。 

   あわせて、当該プロジェクトにおいて発行されたクレジット量については、環境価値の帰属を主

張しません。ただし、当事業者による自らの為に無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲

渡していないもの）については除きます。 

□ ホームページ 

ホームページ URL：                                  

□ 出版物 （環境報告書/定期刊行物） 

□  その他 具体的に：                                       

 

□ 現在は、自主的な報告・公表を実施していないが、今後実施するにあたっては、当該プロジェ

クトにおいて発行されたクレジットについては、環境価値の帰属を主張しません。ただし、当事業

者による自らの為に無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡していないもの）については

除きます。 

 

【④公的な報告・公表制度におけるダブルカウントの防止措置】 

□ 公的な報告・公表制度には参加していません。 

□ 以下の公的な報告・公表制度に参加しています 

□ 地球温暖化対策推進法に基づく算定・報告・公表制度の対象者である。 

□ 地球温暖化対策推進法に基づく地方公共団体実行計画（区域施策）の策定義務

対象者（都道府県）である。 

□ 「排出量取引の国内統合市場の試行的実施」参加事業者である。 

□ 地方公共団体が実施する以下の制度の対象事業者である。 

制度名：                                 

□ その他 

具体的に：                                

 

□ 当該報告・公表制度等において、当該プロジェクトにより発行されたクレジット量について

は排出量とみなし報告します。ただし、当事業者による自らの為に無効化したクレジット

量（環境価値を他者に譲渡していないもの）は除きます。 

 

□ 当該報告・公表制度等において、当該プロジェクトにより発行されたクレジット量について

報告する必要はないため、クレジット発行量については排出量とみなし、当該報告・公表

制度の報告様式における適切な備考欄に記載します。ただし、当事業者による自らの為

に無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡していないもの）は除きます。 

 

□ 当該報告・公表制度等において、当該プロジェクトにより発行されたクレジット量について

報告する必要はないため、クレジット発行量については排出量とみなし、自主的な報告・

公表値において報告します。ただし、当事業者による自らの為に無効化したクレジット量

（環境価値を他者に譲渡していないもの）は除きます。  
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※1：プロジェクト代表事業者のパンフレット等、事業内容の説明資料を別途添付すること。プロジェクト代表事業者以外の

主なプロジェクト事業者・プロジェクト参加者についてもパンフレット等を添付すること。 

※2：プロジェクト事業者とは、当該プロジェクトの実施に携わる者のうち、実際に温室効果ガス吸収活動を実施する者を

指す。プロジェクト代表事業者と同一の場合は、その旨を記載すること。 

※3：プロジェクト参加者とは、プロジェクト代表事業者・プロジェクト事業者以外に当該プロジェクトの実施に携わるすべて

の者を指す。 

※4：プロジェクト参加者が複数いる場合には、それぞれの参加者の役割及び関係の概要を説明した資料を添付するこ

と。 

※5：オフセット・クレジット（J-VER）取得予定者は、プロジェクト代表事業者、プロジェクト事業者、プロジェクト参加者のう

ちのいずれかであること。 

※6：オフセット・クレジット（J-VER）口座番号は、口座未取得の場合は記入不要。 

※７：オフセット・クレジット（J-VER）の発行がなされる場合、ダブルカウントを避けるための所要の措置をとる義務が生じ

る。詳細は、オフセット・クレジット（J-VER）制度利用約款、並びに実施規則 1.4 クレジットの二重使用（ダブルカウ

ント） を参照すること。 
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B：プロジェクト活動の概要① 

項目 

B.1.1 プロジェクトの目的及び内容 

【目的】 

J-VER 制度を利用して森林の持つ二酸化炭素固定機能をクレジット化することで社有林の価値

を高め、併せて継続して適切な施業を実施することにより森林の健全な成長を促進し、二酸化炭

素固定機能の高い森林を造成することで地球温暖化防止に貢献することを目的とする。 
 

【内容】 

当社有林は現在に至るまで植栽、下刈、枝打ち、除間伐等の保育施業を一貫して行ってきた。

現在、スギ・ヒノキ人工林は８齢級から１１齢級が大半を占めており、今後も間伐を中心とした施業

を継続して行うことで林分の成長を促進し、健全な森林を造成する。 

 

B.1

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

活

動  

B.1.2 プロジェクト実施前の状況 

【森林の現況（森林タイプ（人工林、天然林の区別等）及び樹種別の面積が含まれていること）】 

 

（１）社有林の現況 
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面積ha 蓄積m3 面積ha 蓄積m3 面積ha 蓄積m3

1

2 1.63 1.92 0.94 9

3 9.73 673 4.79 269 0.39 14

4 9.58 1,222 5.63 539 0.18 13

5 6.85 1,178 0.17 22 2.15 226

6 4.52 1,085 1.25 243 5.72 711

7 24.80 6,894 20.56 4,657 3.06 416

8 37.91 12,408 40.22 10,157 21.93 3,128

9 110.34 39,702 113.23 32,886 5.61 802

10 60.54 23,362 76.14 23,594 3.41 494

11 66.11 27,168 44.70 14,947 8.12 1,251

12 0.52 193 3.37 499

13 3.80 1,765 2.64 989 7.71 1,142

335.81 115,457 311.77 88,496 62.59 8,705

ス　ギ ヒノキ クヌギ・広樹　種

合　計

社有林の齢級構成表　2008年3月末現在

齢級

林　種 天然林

樹　種 ス　ギ ヒノキ クヌギ 広葉樹

面　積 335.81 311.77 2.81 59.78

合　計 59.78

単位：ha

社有林の林種別・樹種別森林面積　　　2008年3月末現在

710.17
650.39

人工林
合　計
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（２）プロジェクト対象地の現況 
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B.1.3 排出削減・吸収の達成手段 

＜R001 又は R002 の場合＞ 

【間伐間隔】 

【定量間伐か、定性間伐か】 

【間伐率】 

【その他の削減・吸収達成手段】 

 

 

＜R003 の場合＞ 

【植栽方法の詳細】 

 

本プロジェクトの達成手段である間伐は劣勢木や二又、曲り等の不良木を中心に、残存木の配

置に考慮しながら選木を行い、間伐後のサイズ、形質が揃うように行う定性間伐である。間伐率は

本数間伐率で２０～３０％程度、間伐間隔は１０～１５年程度である。 

 

「薩摩川内市森林整備計画（自 平成 22 年 4月 1日 至 平成 32 年 3月 31 日）」間伐指針 

収量比数 0.8 程度の林分を 0.7 程度まで落す 

間伐率は 25～30% 

 

樹　種

面積ha 蓄積m3 面積ha 蓄積m3 面積ha 蓄積m3

1

2

3 0.85 77 0.61 49

4 4.28 572 4.55 412

5 1.33 211 0.01 1

6

7

8

9 19.97 7,179 16.58 4,739

10

11 4.09 1,697 0.21 72

12

13

30.52 9,736 21.96 5,272 0 0

齢級

合　計

ス　ギ ヒノキ クヌギ・広

プロジェクト対象地の齢級構成表　2008年3月末現在

林　種 天然林

樹　種 ス　ギ ヒノキ クヌギ 広葉樹

面　積 30.52 21.96 0 0

合　計 0

プロジェクト対象地の林種別・樹種別森林面積　2008年3月末現在

単位：ha

人工林
合　計

52.48
52.48
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B.2

採

用

技

術  

プロジェクトで使用する設備・機器等 

（プロジェクトで使用する機器名称、機器メーカー名、型番、機器容量、法定耐用年数、導入年月、用途等について

記載すること。（モニタリングに用いた機器は、最新のものに限らず全て記載すること）） 

機器名 メーカ名 耐用年数 導入時期 備考 

Laser Ace300 MDL ５年 2004 年 9 月 樹高測定器 

直径ﾒｼﾞｬｰ  不明 2009 年 胸高直径測定器 

ﾎﾟｹｯﾄｺﾝﾊﾟｽ 牛方商会 7 年 不明 

 

面積測定器（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

ﾌﾟﾛｯﾄ設定時に使用） 

ﾐﾘｵﾝﾛｰﾌﾟ  不明 不明 距離測定器（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

ﾌﾟﾛｯﾄ設定時に使用）  

実

施

事

業

所

名 

 

藤川山林㈱鹿児島事業所 

B.3 

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

実

施

場

所  

住

所 

（プロジェクト実施場所が複数ある場合は、全ての住所を表形式等で記述する。） 

 

プロジェクト対象地の住所 

 
 

林班 準林班 小　班 住　　　所

2,5,6,9,11,12,14,

15,16,19,20,23,24,
25,26,27,28,30,33

15 ｱ 44,48,51,55

42,43,44,49,50,51,

55,56,57,59,53,54,

60,61,62,64,65

32,34,35,37,39,40,

41,46,

82,83,84,

85,86

33 ｱ 82,83,87,88,90

16 ｱ 鹿児島県薩摩川内市東郷町藤川戸屋3079-1

16 ｱ 7,8,18 鹿児島県薩摩川内市東郷町藤川戸屋3079-2

32 ｱ
鹿児島県薩摩川内市東郷町藤川野々瀬戸2228-1

鹿児島県薩摩川内市東郷町藤川戸屋3079-7
16 ｱ

16 ｱ 鹿児島県薩摩川内市東郷町藤川戸屋3079-8
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概

要 

（プロジェクト対象地の位置図、プロジェクト対象地全体の地図等を用いて、プロジェクト実施場所について

分かりやすく説明する。その他、別紙「プロジェクト申請方法について」に記載する資料を適宜添付する。） 

 

本プロジェクトを実施する檜垣産業㈱社有林は、鹿児島本線川内駅より北へ約２５ｋｍ東

シナ海を隔てること１４ｋｍの地点に所在する。薩摩川内市東郷町の最奥地にあり、北は広

域基幹林道紫尾西方線を挟んで阿久根市、出水市と、東は広域林道山田本俣線を挟んでさ

つま町と接している。 

 

薩摩川内市

 
社有林の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




